










の初期から、研究者にとって関心の的であった。1920 年代後半から 1930 年代にはモヘンジョ
ダロ遺跡とハラッパー遺跡のみならず、パンジャーブ地方東部（Vats 1933）やグジャラート地




Archaeology - A Review、パキスタン側については Pakistan Archaeology の各号を参照されたい。また
M.R. Mughal によるチョーリスターン地方のハークラー川涸河床の分布調査（Mughal 1997 ほか）
も重要である）。
　J.P. Joshi らによるインド側の遺跡集成（Joshi et al. 1984）はそうした盛んに行われてきた遺跡
分布調査の成果を総合したものであり、添付された地図とともに、インダス関連遺跡の分布
研究の基礎となるものであった 2）。それをさらに拡大したのが G. Possehl による集成で、アフ
ガニスタン、パキスタン、インドの遺跡が網羅されている（Possehl 1999）。そこで挙げられた
遺跡数は 2502 遺跡を数える。さらにその後も、地域に根ざした研究者の活動によって、より











































ー州域の遺跡については（Manmohan Kumar 2009）および（Dangi 2010）、インド・パンジャー
ブ州については（Bala 1992）、パキスタン・シンド州については（Mallah 2007）のデータをそ
れぞれ加えたものである。遺跡の位置情報については GPS で取得されたデータ（Dangi 2010 お
よび Mallah 2007）を優先的に採用した。ちなみに、（Possehl 1999）には 2502 遺跡、（Manmohan 
Kumar 2009）には 937 遺跡、（Bala 1992）には 342 遺跡、（Dangi 2010）には 454 遺跡、（Mallah 















        →バローチスターン地方
 2）シンド州      →シンド地方
 3）パンジャーブ州（パキスタン）   →パンジャーブ地方
 4）パンジャーブ州（インド）、ハリヤーナー州、ラージャスターン州北部
        →ガッガル地方
 5）グジャラート州     →グジャラート地方
 6）ラージャスターン州南部    →アラヴァリー地方
 7）ハイバル・パフトゥーンフワ州北部、ジャンムー = カシュミール州
        →ヒマーラヤ地方
　この地域区分と大まかな地形との関係について述べておくと、バローチスターン地方は一部


























とその支流によって形成された沖積平野である。標高 100 ～ 300m の範囲が含まれる。水系が
異なるものの、地域的には西のガッガル地方に連続している。
　アラヴァリー地方は標高 300 ～ 800m に及ぶ高地帯である。西はタール砂漠によって画され
るが、北はガッガル地方、東はガンガー地方、南はグジャラート地方に通じている。さまざま
な石材・鉱物資源に豊富な地域である。








Kumar 2009）、（Dangi 2010）、（Bala 1992）、（Mallah 2007）は先文明期、文明期、ポスト文明期の
原則 3 時期区分を用いている。そこで、まず（Possehl 1999）の遺跡を筆者の判断で、先文明期、
文明期、ポスト文明期に編成しなおし、先文明期はさらに前 4 千年紀後半と前 3 千年紀前葉に
分け、計 4 時期を分析の時間軸として設定した。本稿では、前 3 千年紀前葉以前を先文明期、





（Possehl 1999）のリストで採集遺物に関する記載がない例が 79 遺跡あり、それらは本稿の分析
からは除外する。






【先文明期 2（前 3 千年紀前葉）】




















具体的に述べると、グジャラート地方のアナルタ式土器については、前 4 千年紀から前 3 千年
紀にかけて展開したことが若干の 14C 年代測定値によって知られているが（Patel 2008）、その
型式学的変化は明らかになっておらず、現状ではアナルタ式土器を前 4 千年紀後半と前 3 千年
紀後半に分けることができない。そこで、アナルタ式土器が報告されている遺跡については、
すべて前 4 千年紀後半と前 3 千年紀前葉の双方に存在した遺跡としてリストを作成している。
　同じく、ガッガル地方のソーティ＝シースワール式土器については、先文明期の前 3 千年紀
前葉から文明期にかけて展開したことが知られているが、資料にもとづいて前 3 千年紀前葉と









　まず、先文明期からポスト文明期にかけての遺跡数の推移について検討する（図 2 ～ 6、表 1・
2）。
　全体でみると（図 2）、前 4 千年紀後半には 464 遺跡、前 3 千年紀前葉には 819 遺跡、前 3 千
年紀中・後葉には 1244 遺跡、前 2 千年紀前葉には 1660 遺跡で一貫して増加傾向にある（表 1）。
増加率は前4千年紀後半−前3千年紀前葉が173％、前3千年紀前葉−前3千年紀中・後葉が152％、





























　バローチスターン地方は前 4 千年紀後半から前 3 千年紀前葉においては他地域の遺跡数を
はるかに上回る遺跡稠密地帯であるが（前 4 千年紀後半 243 遺跡、前 3 千年紀前葉 187 遺跡）、
前 3 千年紀中・後葉に遺跡数が増加することはなく、むしろ減少傾向にある（135 遺跡）。そ
れが前 2 千年紀前葉には 2 遺跡のみと著しく減少してしまう。
　これを継続遺跡、新規遺跡、廃絶遺跡についてみると、前 4 千年紀後半から前 3 千年紀前葉
にかけて継続する遺跡が多く（158 遺跡）、同一遺跡の継続利用が特徴といえる。ただし、廃
図 2　前 4 千年紀後半〜前 2 千年紀前葉　遺跡全体分布図
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絶する遺跡が 85 遺跡あり、新規遺跡（29 遺跡）を差し引いても、遺跡数の減少を引き起こし
ている。前 3 千年紀中・後葉になると、継続遺跡が 75 遺跡、新規遺跡が 60 遺跡、廃絶する遺
跡が 112 遺跡であり、廃絶した遺跡から継続遺跡もしくは新規遺跡への人口の移動が推定され
る。地域外への人口移動の可能性もある。前 2 千年紀前葉には継続遺跡が 2 遺跡、新規遺跡が
0 遺跡、廃絶する遺跡が 133 遺跡となっており、地域外への人口の大規模な移動が生じている
可能性が高い。
　これを遺跡間距離でみると、前 4 千年紀後半から前 3 千年紀後葉にかけてはほとんど変化が
































































総遺跡数 3 330 222 411 584 1795 55 216 4 1 3621
前 4 千年紀後半 1 243 47 105 44 23 1 0 0 0 464
前 3 千年紀前葉 3 187 107 69 49 396 3 1 4 0 819
前 3 千年紀中・後葉 0 135 148 191 429 285 10 45 1 0 1244
前 2 千年紀前葉 2 2 22 69 164 1173 43 184 0 1 1660
前 3 千年紀前葉 1 158 47 6 44 23 0 0 0 0 279
前 3 千年紀中・後葉 0 75 45 8 11 156 3 1 1 0 300
前 2 千年紀前葉 0 2 11 5 47 140 3 36 0 0 244
前 3 千年紀前葉 2 29 60 63 5 373 3 1 4 0 540
前 3 千年紀中・後葉 0 60 103 183 418 129 7 44 0 0 944
前 2 千年紀前葉 2 0 11 64 117 1033 40 148 2 1 1418
前 3 千年紀前葉 0 -85 -1 -99 0 0 -1 0 0 0 -185
前 3 千年紀中・後葉 -3 -112 -62 -61 -38 -240 0 0 -3 0 -519









　シンド地方では前 4 千年紀後半から前 3 千年紀中・後葉にかけて遺跡数は増加するが（前 4
千年紀後半 47 遺跡、前 3 千年紀前葉 107 遺跡、前 3 千年紀中・後葉 148 遺跡）、前 2 千年紀前
葉には激減する（22 遺跡）。
　これを継続遺跡、新規遺跡、廃絶遺跡についてみると、前 3 千年紀前葉において新規遺跡数
が顕著である（60 遺跡）。廃絶する遺跡はわずかに 1 遺跡であり、人口増加もしくは他地域か
らの人口移入が生じている可能性を示している。前 3 千年紀中・後葉においても新規遺跡が目
立つ（103 遺跡）。その一方で、廃絶する遺跡が 62 遺跡で、新規遺跡数は地域内での廃絶した
遺跡からの人口の移動もしくは地域外からの人口の移入を反映している可能性がある。前 2 千
年紀前葉になると、継続遺跡と新規遺跡がともに 11 遺跡であるが、廃絶する遺跡が 137 遺跡
もあり、地域内での人口移動では説明できず、大規模な人口移動が生じている可能性が高い。
　遺跡間距離でみると、前 4 千年紀後半から前 3 千年紀後葉までは平均 34km であるが、前 2
千年紀前葉になると、74km となる。面積では、前 3 千年紀中・後葉に遺跡分布範囲が著しく




　パンジャーブ地方では前 4 千年紀後半から前 3 千年紀前葉に遺跡数は減少し（前 4 千年紀後
半 105 遺跡、前 3 千年紀前葉 69 遺跡）、前 3 千年紀中・後葉になって急増する（191 遺跡）。と
ころが、前 2 千年紀前葉になると、69 遺跡に急減する。
　前 4 千年紀後半に存在した 105 遺跡のうち、前 3 千年紀前葉に続く遺跡はわずかに 6 遺跡で
バローチスターン シンド パンジャーブ グジャラート ガッガル ガンガー
遺跡間距離（km）
前 4 千年紀後半 49 39 18 26 51 -
前 3 千年紀前葉 55 25 45 23 17 -
前 3 千年紀中・後葉 57 37 14 24 25 -
前 2 千年紀前葉 0 74 17 32 10 21
面積（square km）
前 4 千年紀後半 304000 30000 33000 26000 22000 -
前 3 千年紀前葉 310000 54000 114000 26000 108000 -
前 3 千年紀中・後葉 234000 182000 36000 114000 113000 -
前 2 千年紀前葉 0 56000 12000 98000 145000 86000
密度（no/square km）
前 4 千年紀後半 0.0008 0.0016 0.0032 0.0018 0.0010 -
前 3 千年紀前葉 0.0006 0.0020 0.0006 0.0020 0.0037 -
前 3 千年紀中・後葉 0.0006 0.0008 0.0052 0.0038 0.0025 -






（183 遺跡）、廃絶遺跡が 61 であることから、地域外からの人口の移入もしくは地域内での分
散が推定される。人口増加の可能性もある。前 2 千年紀前葉には廃絶遺跡がきわめて多く（186
遺跡）、新規遺跡 64 遺跡を含めても地域外への人口移動の可能性が高いといえるであろう。
　遺跡間距離でみると、前 3 千年紀前葉に 45km と距離は増大しているが、前 2 千年紀前葉を
含めてほかの時期は平均 16km で安定している。面積でみると、前 3 千年紀前葉が最も大き





　グジャラート地方では先文明期には遺跡数が限られていたが（前 4 千年紀後半 44 遺跡、前
3 千年紀前葉 49 遺跡）、前 3 千年紀中・後葉に遺跡数が急増し（429 遺跡）、前 2 千年紀前葉に
は激減する（164 遺跡）。ただし、遺跡数は比較的多い。
　グジャラート地方では、前 4 千年紀と前 3 千年紀前葉の区分が難しいが、前 3 千年紀前葉に
5 遺跡増えるのは、シンド系土器の出土遺跡である。前 3 千年紀中・後葉になると、遺跡数が
急増しており、ハラッパー文化およびソーラト・ハラッパー文化の遺跡が広く分布することに
よる。前 2 千年紀前葉には遺跡数が急減しており、地域外への人口の移出の可能性が考えられ
る。ただし新規遺跡 117 と継続遺跡 47 を足した 164 遺跡が存在しており、バローチスターン
地方やシンド地方における状況とは様相を異にしている。
　遺跡間距離は他地域に比較して最も安定しており、平均距離は 24km である。面積でみると、





3 千年紀中・後葉の遺跡数を断定することが難しいが、大局的にみれば前 3 千年紀前葉から前





　遺跡間距離をみると、前 4 千年紀後半が 51km と大きいが、前 3 千年紀前葉から前 2 千年紀
前葉には平均 17km ときわめて近接した位置に遺跡が分布する。面積は一貫して拡大傾向にあ
り、前 2 千年紀前葉には 144,000km2、密度はハラッパー文化の要素が確認されている遺跡だけ
をみると若干落ちるが、それでも他地域に比較して高い密度を示している（前 3 千年紀前葉か
ら前 2 千年紀前葉における平均は 0.0048）。
先インダス文明期からポスト・インダス文明期における遺跡分布に関する覚書（上杉）
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図 4　前 3 千年紀前葉における遺跡分布










　ガンガー地方も同様で、前 3 千年紀中・後葉から前 2 千年紀前葉に多い。先文明期の遺跡が
きわめて少ないが、この時期の文化内容が明らかになっていないことによる可能性がある。前
3 千年紀中・後葉には遺跡が増加し、前 2 千年紀前葉には新規遺跡の増加による遺跡数が急増
しており、地域外からの人口移入による可能性が高いが、東のガッガル地方での遺跡数の増加
と連動した現象と考えられる。

























図 6　前 2 千年紀前葉における遺跡分布











遺跡を取り上げ、前 4 千年紀後半から前 2 千年紀前葉にかけての周辺における遺跡分布を検討
する（図 8 ～ 11、表 3・4）。これらの都市遺跡は先文明期終末の前 2800 年ごろから都市的拠


















モヘンジョダロ ハラッパー ドーラーヴィーラー ラーキーガリー
遺跡総数 96 5 47 1050
前 4 千年紀後半 14 2 8 19
前 3 千年紀前葉 57 4 9 313
前 3 千年紀中・後葉 62 4 33 167
前 2 千年紀前葉 6 1 10 721
継続遺跡 新規遺跡 廃絶遺跡
モヘンジョダロ
前 3 千年紀前葉 14 43 0
前 3 千年紀中・後葉 25 37 32
前 2 千年紀前葉 4 2 58
ハラッパー
前 3 千年紀前葉 2 2 0
前 3 千年紀中・後葉 3 1 1
前 2 千年紀前葉 1 0 3
ドーラーヴィーラー
前 3 千年紀前葉 ? ? ?
前 3 千年紀中・後葉 3 30 6
前 2 千年紀前葉 2 8 31
ラーキーガリー
前 3 千年紀前葉 ? ? ?
前 3 千年紀中・後葉 ? ? ?
前 2 千年紀前葉 108 613 59
表 4　各都市遺跡周辺（半径 100km 圏内）における継続遺跡・新規遺跡・廃絶遺跡
※遺跡数には都市遺跡も含む。







いる（Marshall 1931; Mackay 1938; Dales and Kenoyer 1986）。ただし、ポスト文明期に関しては、ジ
ューカル式土器が散発的に出土しているだけであり、この時期の居住の様態については十分に
明らかになっていない。また、これまでのところ先文明期の文化層は確認されていない。
　半径 100km 圏内に入る遺跡は全体で 96 遺跡である。前 4 千年紀後半の段階で 14 遺跡が存
在しているが、うち 12遺跡はキルタール山脈東縁部の標高 200m以上のところに位置している。
2 遺跡は標高 100m 以下のところで 1 遺跡はモヘンジョダロの近郊に位置している。
　前 3 千年紀前葉になると、57 遺跡に増加する。新規に 43 遺跡が増加しており、それらはモ
ヘンジョダロ遺跡の東側、すなわちインダス川の左岸に立地している。特にローフリー丘陵の
周辺に集中する現象が認められる。
　前 3 千年紀中・後葉には 62 遺跡に増加しているが、その内訳は継続遺跡 25 遺跡、新規遺跡
37 遺跡で、廃絶遺跡が 32 遺跡存在する。また、遺跡の分布をみると、ローフリー丘陵周辺で
遺跡が多いのは同じであるが、平原部でも散在的ながら広く遺跡が分布している状況が認めら
れる。




られるが、前 3 千年紀前葉にはコート・ディジー式土器がこの地域にも分布しており（Krishna 
Deva and McCown 1949）、平原部との関係が強化されている状況をみることができる。こうした











能性が高い（Kenoyer 2005; Kenoyer and Meadow 2000; Meadow and Kenoyer 1993, 1994, 1998）。
　周辺ではわずかに 5 遺跡が分布する。その内訳は前 4 千年紀後半に 2 遺跡、前 3 千年紀前葉






図 8　モヘンジョダロ周辺（半径 100km 圏内）における遺跡分布
似する彩文土器が出土する（Kenoyer and Meadow 2000; Mughal 1974）。前 3 千年紀前半になると
コート・ディジー式土器が出土するが、これもまた西のゴーマル地方のそれに類似するほか





（？）から前 3 千年紀前葉を経て、文明期の前 3 千年紀中葉から後葉には都市として発展する
（Bisht 1991）。前 2 千年紀前葉には都市が廃絶している可能性が高い。
　周辺では 47 遺跡が確認されている。前 4 千年紀後半と前 3 千年紀前葉の区分が明確ではな
いが、8 遺跡ないしは 9 遺跡が分布する。前 3 千年紀中・後葉になると 33 遺跡に増加し、そ
前 4 千年紀後半 前 3 千年紀前半
前 2 千年紀前葉前 3 千年紀中・後葉
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の内訳は継続遺跡が 3 遺跡、新規遺跡が 30 遺跡であり、域外からの人口移入が推定される。











図 9　ハラッパー遺跡周辺（半径 100km 圏内）における遺跡分布
前 4 千年紀後半 前 3 千年紀前半
前 2 千年紀前葉前 3 千年紀中・後葉
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　周辺には 1050 遺跡が確認されている。前 4 千年紀後半には 19 遺跡であるが、前 3 千年紀に
前 4 千年紀後半 前 3 千年紀前半
前 2 千年紀前葉前 3 千年紀中・後葉
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入ると 313 遺跡に増加する。この数値は前 3 千年紀中・後葉の遺跡を含んでいる可能性もあり、
注意する必要があるが、遺跡数が急増している可能性はきわめて高いであろう。ハラッパー文
化の文化要素が確認されている遺跡は 167 遺跡で、先の 313 遺跡の一部がこの時期に編入され
る可能性を考慮すれば、おおむね前 3 千年紀前葉と同程度の遺跡数が存在すると考えてよいで
あろう。前 2 千年紀前葉になると 721 遺跡に増加しており、その内訳は継続遺跡が 108 遺跡、






可能性が高い。前 3 千年紀前葉とそれ以降の時期を土器資料で分けることは難しいが、前 3 千
図 11　ラーキーガリー遺跡周辺（半径 100km 圏内）における遺跡分布
前 4 千年紀後半 前 3 千年紀前半






























































図 14　前 3 千年紀前葉における土偶様式の分布













































図 15　前 3 千年紀前葉における同心円文印章の分布













































パンジャーブ地方については J.M. Kenoyer および R.W. Law の両氏（ともにウィスコンシン大学）、
グジャラート地方については R.S. Bisht（インド政府考古局）および P. Ajithprasad（マハーラー








2）Joshi らの集成では、インド側の遺跡として先文明期 138 遺跡、文明期 248 遺跡、ポスト文明期 695 遺跡が
挙げられている。
3）例えば、（Mughal 1997）では 0.1-5ha を小村落（small village）、5.1-10ha を大村落（large village）、10.1-20ha を
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